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【形状･構造及び原理等】 
1. 構成 

■本品は以下の部分により構成される。 
 ・本体 ・スタンド ・センサー接続ケーブル ・酸素センサー 
 ・Ｔ型分岐管 ・分岐管アダプタ ・アダプタプレート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
番号 名 称 番号 名 称

① 酸素濃度表示部 ⑤ ＣＡＬスイッチ 
② 電池残量表示灯 ⑥ ＬＯＣＫ/ＵＮＬＯＣＫスイッチ

③ センサーエラー表示灯 ⑦ Ｉ/Ｏスイッチ 
④ 警報音一時停止スイッチ   

 

2. 電気的定格 

定格電圧：3.75VDC(単三アルカリ乾電池 3 本) 

電池寿命：警報を発しない状態で約 2000 時間の継続使用 

 

3. 機器の分類 

(1) 電撃に対する保護の形式による分類  内部電源機器 

(2) 電撃に対する保護の程度による装着部の分類  Ｂ形装着部 

 

4. 作動原理 

酸素センサーには、酸素に触れると化学反応を起こす電解液が封入さ

れている。測定気体の酸素がセンサー内の隔膜を透過し電解液と反

応する。このとき酸素濃度に比例した電流が生じ、出力信号となる。出

力信号は本体の電子回路の信号プロセッサへと送られ、デジタル信号

に変換されてディスプレー上に表示される。 

 
【使用目的又は効果】 

本品は、酸素テント、保育器又は麻酔回路や呼吸回路（人工呼吸器の

回路を含む）等の混合ガスの酸素濃度を連続して測定･表示するため

の機器です。 

 

【使用方法等】 

(1) 酸素センサーの取り付け 

酸素センサーはセンサー接続ケーブルに接続して酸素モニタ本

体に取り付ける。 

(2) 電池の装着 

電池ボックスに 1.5V アルカリ乾電池を装着する。 

(3) 校 正 

I/O スイッチをON にする。 

(4) 測 定 

酸素センサーの感知面を被測定気体中に置く。 

 
【使用上の注意】 

 1) 酸素センサーは、酸素モニタを操作する前に取り付けること。 

 2) ✓ＳＥＮＳＯＲ（センサーエラー）が解除されないときは、酸素セン

サー異常の可能性がある。その場合は新しい酸素センサーと交

換すること。 

 3) 酸素センサーはパッケージ開封後、１時間以上空気中に置くこと。 

[開封直後はセンサーの出力が安定せず、警報を発する場合があ

る。] 

 4) 酸素センサーの寿命は、使用環境によって異なる。また、開封後 1

年以上経過したセンサーは交換を推奨する。 

 5) 交換の際に、酸素センサーに機械的衝撃を加えないこと。 

 6) 酸素モニタを操作する前に本品に単三アルカリ乾電池を３本取り

付けること。 

 7) 乾電池の取り付け方が適正でないと、本品や乾電池が損傷する

おそれがある。 

 8) 乾電池の取り付け、交換時には本品の電源を切ること。 

 9) 酸素センサーは使用前と８時間ごとに校正して精度を維持すること。 

10) 本品を初めて使用するときや定期校正時に校正するときは、その

前に酸素センサーと酸素センサー接続ケーブルが正しく接続され

ているかどうか確認すること。 

11) 新しい乾電池に交換したときや、何らかの理由で乾電池を外した

【警 告】 

 1) 新しい酸素センサーを使用するときは、酸素センサーに劣化

や液漏れの兆候がないかどうか点検し、外観にひび割れなど

が見られたら直ちに交換すること。また、使用前にも必ず点検

すること。 

 2) 液が皮膚や衣服に付着した場合には、多量の水で洗い流す

こと。目に入った場合には、直ちに多量の水で洗眼し、医師

に相談すること。 

[酸素センサーは密封された装置で、内部に水酸化ナトリウム

電解液が入っており、落下などで損傷を与えると、電解液が

漏れ出る場合がある。] 

 3) 使用後の酸素センサーは適切な廃棄手順に従って廃棄する

こと。 

 4) 酸素センサーは非滅菌機器のため、呼吸回路接続のときは、

抗菌フィルターを併用すること。酸素センサーを取り付けると

きは、フィルター、加湿器およびネブライザーよりも上流の吸

気ラインに必ず取り付けること。使用後に酸素センサーと分岐

管アダプタを廃棄するつもりがない場合には、酸素センサー

を患者の呼気や分泌物に決してさらさないこと。 

 5) 高周波を発生する機器を本品の周辺で使用しないこと。 

[本品の作動中に、医用電気メスや携帯電話などの高周波を

発生する機器を本品の周辺で使用すると、電磁波障害による

誤作動の原因になるため、使用しないこと。] 

 6) 湿気やほこりの多い場所、湯気のあたる場所には設置しない

こと。 

[火災や感電の原因になることがある。] 

 7) 必ずアルカリ乾電池を使用すること。 

[それ以外の種類の乾電池を使用すると、電池残量表示に誤

差が生る。また、機器に不具合が生じることがある。] 

＜併用医療機器＞ 

 1) 呼吸回路に空気漏れがないか確認すること。酸素センサーよ

りも下流の回路には背圧が生じていないこと、気流に制限が

ないことを確認すること。 

[空気漏れの確認を怠ると、示度に誤差が生じることがある。] 
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ときは、酸素モニタが校正モードに戻ってディスプレーに‘００．０’

が点滅する。このときはＣＡＬスイッチとＩ／Ｏスイッチしか機能しな

い。 

12) 本品は１００％酸素か室内の酸素濃度２０．９％の空気のどちらか

でしか校正できない。校正が不適切な場合や他のガス濃度を使

用した場合は、✓ＳＥＮＳＯＲ（センサーエラー）が表示される。 

校正をやり直すときは、ＬＯＣＫ／ＵＮＬＯＣＫスイッチを押してから

ＣＡＬスイッチを押すこと。 

13) 室内空気での校正は、21～40%の酸素濃度をモニタリングするとき

のみに使用し、高い精度が必要な場合には使用しないこと。 

14) １００％酸素を使用して校正したときは、最高の精度が得られる。 

15) 加湿されたガス内で本品を使用しないこと。水蒸気によって酸素

濃度が実際よりも低く表示される。 

16) １００％酸素で校正した後に、室内空気で校正設定値を調節しな

いこと。 

[室内空気で校正をすると、１００％酸素による精度の高い校正が

消される。１００％酸素による校正は必要に応じて何度でもやり直

すことができる。] 

17) ポール類への固定は、確実に行い、安定性の確認を必ず行うこと。 

18) 本品をポールクランプに取り付けた後、確実に固定されていること

を確認すること。 

19) 使用する前には、校正の状態、酸素センサーの電解液の漏れや

破損、電池残量を確認すること。 

20) 保育器内や酸素ヘッドボックス内などの使用場所では酸素センサ

ーからＴ型分岐管を外さないと、センサーの反応時間が著しく低

下する。 

21) 本品は、ジエチルエーテルサイクロプロペインなどの可逆性麻酔

剤のある場所では使用しないこと。 

22) 本体、酸素センサーおよび関連する金具類は非滅菌機器のため、

オートクレーブ(高圧蒸気滅菌)で滅菌しないこと。 

[滅菌を行うと機器が損傷する。] 

23) 酸素センサーは、必要以上に長時間、亜酸化窒素ガス内に置か

ないこと。 

24) 本品は未消毒で出荷される。購入後、初めて使用するときには、

使用前に必ず消毒すること。 

25) 安定した場所に設置すること。本品をぐらついた台の上や傾斜し

た場所に設置すると、倒れたり落下したりして、けがの原因になる

ことがある。設置、取り付けの際は、設置場所、取り付け場所の強

度の確認が必要である。 

26) 幼児の手の届かない場所に設置すること。 

27) 本品を布などで覆った状態で使用しないこと。また、布をかけたり、

壁に密着させて本品を使用しないこと。 

[通風孔がふさがれるため、加熱して火災や感電の原因になること

がある。] 

28) 本品を異常な高温または、多湿な場所に設置しないこと。 

29) 本品の重いものを載せないこと。 

30) 本品をぶつけたり、倒したり、落としたりしないこと。 

 
【保管方法及び有効期間等】 

耐用期間：6 年[自己認証データによる] 

保管条件：以下の条件下で保管すること。 

連続保管時 周囲温度：10～30℃(結露なきこと) 

断続保管時 周囲温度：5～50℃(結露なきこと) 

 

酸素センサーを保管する際には直射日光、高温を避けること。 

 
【保守･点検に係る事項】 

[使用者による保守点検事項] 

 1） 点検 

毎回の使用の前に、各部品の基本的な機能作動を確認すること。特

に酸素センサーの破損や電解質の漏れがないことを確認すること。点

検項目は取扱説明書を参照すること。 

 

電池の残量がなくなったときは、新しい乾電池を 3 本同時に交換する

こと。また、乾電池を交換したときは、校正を行うこと。 

酸素センサーの寿命は大気中で約１年である。表示部に酸素センサ

ーの異常または寿命を警告する✓ＳＥＮＳＯＲ（センサーエラー）が表

示された場合は、取扱説明書を参照して必要に応じて酸素センサー

を交換すること。 

 
 2) 清拭・消毒 
指定した消毒液以外は使用しないこと。劣化や破損の原因になる。 

使用する消毒液の濃度は、その消毒液の説明書に従うこと。 

希釈消毒液の原液をそのまま本品に使用しないこと。劣化や破損の

原因になる。 

消毒液の中には長期間保存すると、本品を変色、変質するものがあ

る。 

汚れがあるときには、消毒を行う前にあらかじめ汚れを落とすこと。 

清拭・消毒するときは、本品に薬液がかからないように注意すること。

また、ガーゼなどの柔らかい布に、消毒液を浸して適度に絞ってから

清拭すること。 

乾電池を本体から外すこと。 

使用後は取扱説明書に従って清拭･消毒し、次回の使用に備えること。 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

■製造販売業者 

 

 

〒338-0835 埼玉県さいたま市桜区道場 2-2-1 

TEL:048-853-3661(大代表) FAX:048-853-0304(代表) 

 

■外国製造所 

国 名：USA(アメリカ合衆国) 

製造業者：Teledyne Analytical Instruments.(テレダイン社) 

 


